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として欠かせないものでしょう」と記されている。 








5 OECD（経済協力開発機構）による「PISA：Programme for International Student 
Assesmentを指し、学力を、単に知識の習得と再生の力とせず、学習者が身に付けた知識等
をどれだけ応用できるか、によって判断しようとするとらえ方。 
6 「確かな学力」は、義務教育段階の課題のひとつである「生きる力をはぐくむ教育」や、就
学前の各園に求められている“生きる力の芽生え”をはぐくむ保育とも、密接にかかわっ
ている。 
7 文部科学省は、「学校、家庭、地域の三者が連携し、役割分担しながら、学校における授業、
地域における多様な学習や体験活動の機会の充実などに 取り組むことにより、土曜日の教
育環境を豊かなものにすることが必要」として、土曜日授業の推進を掲げている。 
8 学生の学力観の特徴を浮かび上がらせるために、指導側の学力に対する理解、とらえ方を検
討することも必要と考える。 
